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D − fl． ラ ッ ト三 大唾 液腺にお けるア ル

　　　　　ガ リ及 び酸ホ ス フ ァタ
ーゼ の 超

　　　　　微構造的局在性につ い て

　　 大阪大学歯学部W2 口 腔外科

森本泰弘 ，松浦英夫 ，藤 田 訓也

　　　 ラ ッ トの 三 大 唾 液腺に つ い て、電顕的 に ア

ル カ リ及び酸 ボ ス フ ァ タ
ー

ゼ の 局在性を観察 し、

比較検討 した。

　 ア ル カ リホ ス フ
ァ ターゼ は Gomori の Lead

modifieat 　ion 、 酸 ホ ス フ ァ タ
ー

ゼ は Gornori

の 方法に よ 参証明 した 。

　 ア ル カ リホ ス フ ァ タ
ーゼ の 局在 性に 関して は 、

三 大唾液腺で 特にそ の差異 は認め られ ず、 ac 　inuis

及び intercaaated　dUct の 筋上皮細胞 及 び細胞膜

（特 に基底部）に 陽性で
、

acinus の 管腔側 の

皿 iCtO ▽ illi 及 び capillary 　 vessel の

end   thelial 　 ce1 ｝及 び erythrocyte の

Plasma 　 membrane に 認め られ た 。

　酸 ボ ス フ
ァ タ

ーゼ は 、 顎 下腺及 び 舌下 腺 で 、

一

部 の cmeoth 　 surfaced 　 ER の 内腟及 び acinar

ce ，11 の basal 　 membrane ，筋上 皮細胞 と腺細

胞Z）隣接周 囲に 認 め られ た。耳下腺 で は認 め られ

なか っ た。

D − 12． ラ ッ ト三 叉 神 経 節 に お け る

　　　　　Acetylcholine　esterase
，

　　　　　Alkaline　 phosphatase の超微

　　　　　的局在 につ い て

　　 大 阪 大 学 歯学部fih　2 口 腔外科

松浦英夫 ， 森本 泰弘 ， 藤田訓也

　　　ウ イ ス タ
ー

系雄 性成熟 ラ ッ トを 断頭 し、 直

ちに 三 叉神経節を摘出、 2％冷グル タル ァ ル デ ハ イ ド

固定 液に 浸濱固定 した 後 、 Acetylcholinesterase

（AChE ）は Karnovsky − Roots 法｝て よ り、

A ！kaline 　 Ph ・ sphatase （ALP ）は G ・ m ・ ri 法

の Lead 　 modification に よ り証明を 試み た 。

次に胚 illonig 固定液 に て 再固定 し、 以降は通

法 に従つ た 。

　 AChE の 活性は 神経細胞と外套細胞 の 接合部

に 見 られ る 迷路 様構造 に 度 々 陽性で あ つ た 。そ の

他 ribosome 相当 部 、
　 smooth 　 surfacedER

や large 　 vesicle の 膜、 内愍 及び nuclear

euwelope に陽性で あつ た 。

神経線維で は axole   a と neurotubule 　va陽性

で あつ た 。 ALP は 神経細 胞 と外套細胞 の 接合部

（特に 迷路様構造 ）に の み 陽性で あ ， た。 AChE

ALP 、 と もに膜にお
・
け る transportation に

関与す る 酵素とさ れ て as・b ， 神経細胞 と外套細胞

の 間に 物質の 授受 が 推察さ れ る 。
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